














〔要約〕 

DSM-Ⅲの「多動を伴う注意欠陥障害」の診断基準にのっとり,いくつかの条件を付加して選

択した多動児 5名に対し,pemoline の 1 回投与試験,内 3名に長期投与試験を行なった。 

1)長期投与試験において,continuous performance test(CPT),Conners の行動評価表によ

って測定された注意面,情緒・行動面への効果が認められた。WISC-R,Bender Gestalt 

Test,Frostig Test によって測定された認知面への効果,及び neurological soft sign の

改善は認められなかった。副作用は,寝つきの悪さ,攻撃的態度・いらつきが主であり 1服

用量の減量によりすみやかに消失した。維持量は 1.0～1.3mg/㎏/day と各症例でよく一致

していた。 

2)1 回投与試験では,注意面,情緒・行動面への効果,及び効果の変化と唾液中 pemoline 濃

度推移との関連についての結果にばらつきが大きくはっきりしなかった。唾液中 pemoline

濃度推移のパターンはよく一致しており,最高濃度到達時間は約2時間,半減期は約10時間

であった。今後,長期投与試験における唾液採取時間の問題,1 回投与試験における

pemoline 服用量,CPTの「馴れ」,動機づけの問題について検討を加え,症例数を増やして,

唾液中 pemolme 濃度の有効範囲と副作用出現範囲,唾液中 pemoline 濃度推移と臨床効果と

の関連,更には反応群・無反応群の鑑別などの問題について研究を進めていきたい。 


